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現在地
市役所
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小・中学校
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消防署
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保健所
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郵便局
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でんしょう ひ

ひ

ひ なん

老人ホーム
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自然災害伝承碑
漁港
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避難所
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針葉樹林
広葉樹林

竹林
田
畑
茶畑
果樹園
その他
　荒地　　  　砂浜
公園
建物密集地
駐車場
消波ブロック
主な建物

200m0

災害想像力ゲーム（DIG）

時間 前日の
天気 風 季節 年

ねん

齢
れい

や条件 歩行速度
（m/分）

A 午後3時 晴れ 弱い 夏 20歳 60

B 午後8時 晴れ 弱い 夏 20歳 50

C 午後3時 1日大雨 強い 夏 20歳 40

D 午後3時 晴れ 弱い 夏 80歳で足が悪く，歩
くのが困難 30

E 午後3時 晴れ 弱い 夏 32歳で1歳と3歳の子
どもを連れている 40

F 午後8時 晴れ 弱い 夏 32歳で1歳と3歳の子
どもを連れている 30

G 正午 晴れ 強い 冬 20歳 40

H 午後8時 1日大雨 強い 冬 80歳で足が悪く，歩
くのが困難 20

2A市の地図

あなたは旅先で地
じ

震
しん

にあった。以下の①～⑥に沿って避
ひ

難
なん

場所や避難経路を考える災害想像力ゲー
ム（Disaster Imagination Game, DIG）に取り組もう。

20XX年のある日，あなたは美しい海の見えるA市に旅行に来て
いた。海岸を散歩していると，突然大きな揺

ゆ

れが…。揺れはな
かなかおさまらず，立っていることすらできない。ようやく揺
れが収まると，近くの防災無線から「ただいまの地震で大

津
つ なみ けい ほう

波警報が発
はつ れい

令されました。30分後に津波が到
とう たつ

達する可能性が
あります。ただちに高いところへ避難してください」という放
送が流れてきた。A市に土地勘

かん

のないあなたは，地図アプリを
取り出して避難できそうな場所を探すことにした。

①くじを引いて図1から避難条件を決定
　したうえで，図2を見て避難の際に気
　をつけなければいけないことをあげよ

う。
②上の①を踏

ふ

まえたうえで，避難場所とそこまでの避
難経路を図2に書きこみ，避難にかかる時間を計算
しよう。なお，このゲームでは坂道でも歩行速度は
一定とする。

③同じ条件を引いた人とグループをつく
　り，避難の際に気をつけなければなら
　ないことを共有しよう。 

④時間内に避難するためには，どこへ，どのような経
路で向かうとよいのかを話し合おう。

やってみよう

⑤10mの等高線をなぞって地形を確認しよう。
⑥さまざまな人が避難しやすくするためにはどのような対策を
とることができるか，意見を出し合おう。

第3編第1章で
学べること

防災を考えるうえで，自然環境や地図の正しい活用方法の理解が重要となる。自然災害が発生す
る要因と場所の特

とく

徴
ちょう

，自然災害を克
こく

服
ふく

する方法について学んでいこう。

話し合おう

26
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ワンモア
ステップ1避

ひ  な ん

難条件　東日本大震
しん さい

災の際の「徒歩」での避
ひ  な ん

難速度は平均37m/分であっ
た。また，1歳

さい  じ

児の平均的な体重は約10kg，3歳児では約15kgである。
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た。また，1歳
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第1章　自然環境と防災

災害に強い都市計画をつくろう
あなたは市役所で災害対

たい

策
さく

を担当している。この章で学んだことを生かしながら以下の①～⑥に取
り組み，災害に強いまちづくりと，人々の生活・経済活動の両立をめざす都市計画について考えよう。

大きな自然災害が頻
ひん

発
ぱつ

したことを背景に，政府による大規模な
地
じ

震
しん

の発生確率の見直しが発表された。それによると，B市で
は従来よりも発生確率が上

じょう

昇
しょう

しており，二次災害の発生につい
ても再度検

けん

討
とう

が必要ということが判明した。B市の災害対策課
では，被害が最も甚

じん

大
だい

になる可能性がある津
つ

波
なみ

への対策に向け
て話し合いを行うことにした。

①図2を見て，10mの津波が来た際に浸
しん

水
すい

する
　可能性の高い公共の建物に印をつけよう。
②上の①で印をつけた施

し

設
せつ

が被災した際に，ど
　のような点で問題が発生するのか考えよう。

③現在のB市の施設の配置について，防災と人々の生活・経
済活動の面からメリット・デメリットを分

ぶん

析
せき

しよう。

考えよう

④10mの津波が来た際に浸水する可能性の高い
　施設のうち，予算の関係から二つまで移設が
　可能だとしたら，何をどこに移設させるか，考

えて話し合おう。
⑤人々の生活・経済活動を妨

さまた

げず，支出可能な範
はん

囲
い

で災害に
強いまちをつくるには，ほかにどのようなことができるか，
考えて話し合おう。

話し合おう

発表しよう

⑥上の④・⑤の内容を踏
ふ

まえて，災害に強いま
　ちづくりと人々の生活・経済活動を両立させ
　るために重要なことをまとめて発表しよう。1市役所が高台移転した和

わ

歌
か

山
やま

県海
かい

南
なん

市【電子地形図25000，77％に
縮小】　市役所は図書館の隣

となり

から東に約3km移転した。 2B市の地図
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る要因と場所の特

とく

徴
ちょう

，自然災害を克
こく

服
ふく

する方法について学んでいこう。

話し合おう

26

第1章　自然環境と防災

ワンモア
ステップ1避

ひ  な ん

難条件　東日本大震
しん さい

災の際の「徒歩」での避
ひ  な ん

難速度は平均37m/分であっ
た。また，1歳

さい  じ

児の平均的な体重は約10kg，3歳児では約15kgである。

175174
共通テストの

サンプル問題でも
注目のテーマ

なのじゃ。

これは，
授業で

やってみたい！
〈 教科書 p.174 ｰ 175 〉

旅行中に地震が。さあ，どうする？

災害想像力ゲーム

あなたが，防災担当です！

都市計画の検討

WARM UP❻

TRY❻

WARM UP⑥

TRY⑥

 より実践的な防災教育へ

仮想の地図や都市計画を

使った，リアリティのある

活動です。
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ふだんの備え発災前

古くなって捨てる前のものでもよい。体
を清

せい

潔
けつ

に保つため，3日分は備える。

 下着（3日分）

備える食品の例

持ち出し袋の中身の例

●衣類の備え

●ローリングストック法（日常備蓄）

●非常用持ち出し袋

●家具の配置
●家具の固定

●ハザードマップの確認
●避難先の標識の確認

●避難経路の確認

●家族との連絡手段

・災害用伝言ダイヤル
　（171）

・災害用伝言板
　（Web171）

・ＳＮＳ

・J-anpi

・防災ナビ

●近所の人との挨拶 ●防災訓練への参加

動きやすいだけでなく，洗たくしやすく，
乾
かわ

きやすい素材であることも重要。

 動きやすい衣服・タオル

体を冷やすと体調をくずしやすくなる。首
回りまであたためられる衣服を備える。

 防寒着・毛布・使い捨てカイロ

 懐
かい

中
ちゅう

電灯
 救
きゅう

急
きゅう

用品セット
 食品・水
　（袋

ふくろ

におさまる量）
 携
けい

帯
たい

ラジオ
 ヘルメット
 軍手

 ライター・ろうそく
 現金
 衣類（下図参照）
 マスク
 ウェットティッシュ
 ペン・ノート

 水（1人3L）　
 無洗米
 缶
かん

詰
づめ

 即
そく

席
せき

麺
めん

 野菜ジュース
 そのまま食べられる加工食品
　 （ソーセージなど）
 菓
か

子
し

類（チョコレートなど）
 栄養補

ほ

助
じょ

食品
 調味料（しょうゆ，塩など）
 レトルト食品 比

ひ

較
かく

的長持ちする食品や日用品
などを多めに買っておき，使っ
た分を買い足す備

び

蓄
ちく

の方法。

避
ひ

難
なん

した際に必要となる最小限のものを，リュックサ
ックにまとめる。玄

げん

関
かん

や寝
しん

室
しつ

など，すぐに取り出せる
ところに保管する。

日本では地
じ

震
しん

をはじめとするさまざまな自然災害が発生してい
る。日ごろから災害に備えて，被

ひ

害
がい

を減らそう。

机
つくえ

は日ごろから
整
せい

頓
とん

しておく。

ベッドのそばに
スリッパなどの
はき物を用意し
ておく。

出入口のそばには，ものを
置かないようにする。

家族で話し合い，複数の連絡手段を決
めておく。家族が再会できる手段を考
える。

日
ひ

頃
ごろ

から近所の人と挨
あい

拶
さつ

をかわすなど，コミュニ
ケーションをとっておくと，いざというとき協力
し合える。

地域の防災訓
くん

練
れん

だけでなく，お祭りなどのイベン
トにも積極的に参加することで連帯感が生まれる。

災害が発生した際に想
定される被害や避難場
所を確認する。災害の
リスク情報などを地図
に重ねて表示できる国
土交通省の「重ねるハ
ザードマップ」も活用
するとよい。

　火災の危険性が高い地域を避
さ

けたルートを検討したり，実際に
歩いてみてブロック塀

べい

の倒
とう

壊
かい

などによる危険の有無を確認したり
して複数の避難経路を考えておこう。

●避難場所
自然災害などによる危険が切

せっ

迫
ぱく

した状
じょう

況
きょう

で，緊
きん

急
きゅう

に避難
する場所のこと。大きな公園や団地・大学などが指定さ
れている。避難所のように避難生活をする場所ではない。

●避難所
災害の危険性があって避難した人々を災害の危険性がな
くなるまで必要な期間滞

たい

在
ざい

させたり，災害によって家に
戻れなくなった人々を一時的に滞在させることを目的と
した施

し

設
せつ

のこと。

●津波避難場所・津波避難ビル
津
つ

波
なみ

発生時に避難先になる場所や施設
のこと。学校などの公的建築物のほか，
マンションやホテルなどの民間建築物
も津波避難ビルに指定されている。

より重い本を下のほうに並べる。

背の低い家具を選び，ベッドに
たおれないように配置する。

窓ガラスに飛散防止
フィルムを貼

は

る。

ものを備える

室内の備え

地域を知る

人とつながる

食べ物や日用品を
多めに買う。

少し多めの
状態を保つ。日常のなかで

消費する。

なくなる前に
買い出しに行く。

リストを
チェック

Ｌ型金具で壁
かべ

に
ネジ止めするな
どして，固定す
る。

テーブルやいす
は，移動しない
ように粘

ねん

着
ちゃく

マッ
トをつける。
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自分の命を守る発災時

情報を正しく活用して助け合う発災後

・家の中 ・通学路

・ラップ

・新聞紙

・義
ぎ

援
え ん

金

・支
し

援
え ん

金

・ペットボトルと
　懐中電灯

・新聞紙

・ポリ袋

・ごみ袋

〈要配慮者マーク〉

●火山が噴火したら

●地震が起こったら

●状況を把握する ●情報を集める ●避難する

●大雨・洪
こ う

水
ず い

が起こったら

●物資に制限のある中で工夫する

●助け合う

●生活再建支援制度

〈支援金などの例〉
・災害弔

ちょう

慰
い

金
・災害障

しょう

害
がい

見
み

舞
まい

金
・被災者生活再建支援金
・日本学生機構の緊急・
　応急の奨

しょう

学
がく

金
きん

・国の教育ローン
　災害特例処

しょ

置
ち

　など

〈避難情報〉
・避難準備・高

こう

齢
れい

者等避難開始…避難勧
かん

告
こく

などを発
はつ

令
れい

すること
が予想される場合。避難に時間がかかる人とその支

し

援
えん

者は避
難を開始する。
・避難勧告…災害による被害が予想され，人的被害が発生する
可能性が高まった場合。速

すみ

やかに避難場所へ避難する。
・避難指示（緊

きん

急
きゅう

）…状
じょう

況
きょう

がさらに悪化し，人的被害の危険性が
非常に高まった場合。まだ避難していない人は，緊急に避難
場所へ避難する。

〈避難先の例〉
・一時集合場所…校
庭・近所の公園など
・避難場所…大きな公
園・広場など
・避難所…学校・公民
館など

●義援金・支援金 ●ボランティア

食器にしいて食事をする。水不足の中，食
器を洗わなくて済む。

体に巻いたり，かけたりして防寒に使う。

子どもや高齢者，
外国人など，助け
を必要としている
人がいる。高校生
にできることを考
えてみよう。

ヘルプマーク。
外見から援

えん

助
じょ

や
配
はい

慮
りょ

が必要とわ
からない人のた
めのマーク。

マタニティーマ
ーク。妊

にん

娠
しん

中で
あることを示す
マーク。

懐
かい

中
ちゅう

電灯で水の
入ったペットボ
トルを照

て

らすと
ランタンの代わ
りになる。

丸めてボールを作り，子どものおもちゃに
する。

材料を入れて混ぜたり，乾
かん

物
ぶつ

をもどしたり
するボウルの代わりになる。

ごみ袋を切って，かぶれるようにし，雨
あま

具
ぐ

の代わりにする。

丈夫な机
つくえ

の下に入るなど，危
険なものから離

はな

れて身を守る。
建物やブロック塀

べい

などから離
れて，ひらけた場所に逃

に

げる。

建物の倒
とう

壊
かい

や火災・土
ど

砂
しゃ

災害など
がないかを確認し，避難経路を確
保する。

地方公共団体の発表やテレビ，ラジオなどの公共性の高い
信
しん

頼
らい

できる情報を入手する。
ふだんから地図で確認してお
く。住宅に被害が少ないとき
は，在宅避難も検

けん

討
とう

する。

火山灰
ばい

を吸
す

いこまないようにするため，タオルを口に当てたりマス
クを着けたりする。また，目への刺

し

激
げき

をさけるため，コンタクトレ
ンズを外したり，ゴーグルを着けたりする。

被
ひ

災
さい

した際に，生活を再建するため
のさまざまな制度がある。制度によ
っては，「罹

り

災
さい

証明書」が必要。

被災者の直接的な支援に使われる。

支援活動をする団体の活動に役立てられる。
現地での受け入れ状況について情報を集めて，
自分にできる活動に参加する。

命を守る行動

避難生活

復旧・復興に向けて
避難する

〈気象情報〉
・注意報… 大雨，洪水，暴

ぼう

風
ふう

などにより，災害が起こる可
能性がある。

・警報…重大な災害が起こるおそれがある。
・特別警報… 重大な災害が起こるおそれが著

いちじる

しく高まって
いる。命を守る行動をとる。

気象情報に注意して，必要であれば早めの避
ひ

難
なん

を心がける。

NG行動

・ブレーカーを上げる
　→通電火災の原因になる。
・はだしで歩く
　→ガラスの破

は

片
へん

などで，けがをする可能性がある。
・エレベーターを使う
　→閉じこめられる危険がある。エレベーターの中
でゆれを感じたら，すべての階のボタンを押

お

し，
とまった階ですぐに降りる。

テストに
取り組もう
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からない人のた
めのマーク。

マタニティーマ
ーク。妊

にん

娠
しん

中で
あることを示す
マーク。

懐
かい

中
ちゅう

電灯で水の
入ったペットボ
トルを照

て

らすと
ランタンの代わ
りになる。

丸めてボールを作り，子どものおもちゃに
する。

材料を入れて混ぜたり，乾
かん

物
ぶつ

をもどしたり
するボウルの代わりになる。

ごみ袋を切って，かぶれるようにし，雨
あま

具
ぐ

の代わりにする。

丈夫な机
つくえ

の下に入るなど，危
険なものから離

はな

れて身を守る。
建物やブロック塀

べい

などから離
れて，ひらけた場所に逃

に

げる。

建物の倒
とう

壊
かい

や火災・土
ど

砂
しゃ

災害など
がないかを確認し，避難経路を確
保する。

地方公共団体の発表やテレビ，ラジオなどの公共性の高い
信
しん

頼
らい

できる情報を入手する。
ふだんから地図で確認してお
く。住宅に被害が少ないとき
は，在宅避難も検

けん

討
とう

する。

火山灰
ばい

を吸
す

いこまないようにするため，タオルを口に当てたりマス
クを着けたりする。また，目への刺

し

激
げき

をさけるため，コンタクトレ
ンズを外したり，ゴーグルを着けたりする。

被
ひ

災
さい

した際に，生活を再建するため
のさまざまな制度がある。制度によ
っては，「罹

り

災
さい

証明書」が必要。

被災者の直接的な支援に使われる。

支援活動をする団体の活動に役立てられる。
現地での受け入れ状況について情報を集めて，
自分にできる活動に参加する。

命を守る行動

避難生活

復旧・復興に向けて
避難する

〈気象情報〉
・注意報… 大雨，洪水，暴

ぼう

風
ふう

などにより，災害が起こる可
能性がある。

・警報…重大な災害が起こるおそれがある。
・特別警報… 重大な災害が起こるおそれが著

いちじる

しく高まって
いる。命を守る行動をとる。

気象情報に注意して，必要であれば早めの避
ひ

難
なん

を心がける。

NG行動

・ブレーカーを上げる
　→通電火災の原因になる。
・はだしで歩く
　→ガラスの破

は

片
へん

などで，けがをする可能性がある。
・エレベーターを使う
　→閉じこめられる危険がある。エレベーターの中
でゆれを感じたら，すべての階のボタンを押

お

し，
とまった階ですぐに降りる。

テストに
取り組もう
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都市のなかで水が流れこみやすく，特に浸水に注意を要
する場所の例を一つあげなさい。

大雨による浸水や氾濫を防ぐためにとられている対策を，本
文から1文で抜き出して答えなさい。チェックA チェックB

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

ではJRをはじめとする多くの
交通機関が不通となった。帰宅者の代

だい

替
たい

交通
手段への集中や公道での徒

と

歩
ほ

帰宅者の滞
たい

留
りゅう

が
起こり，東

とう

京
きょう

都区部をはじめとする各地で猛
もう

烈
れつ

な渋
じゅう

滞
たい

が起こった。首
しゅ

都
と

圏
けん

では震災当日に
自宅に帰ることができなかった帰宅困難者が
500万人をこえ
ていたことが内

ない

閣
かく

府
ふ

により推計
されている。

交通機関の麻
ま

痺
ひ

と帰宅困難者

5調節池機能のある公園の断面図（東
とう

京
きょう

都練
ねり

馬
ま

区・板
いた

橋
ばし

区）【東京都資料】　ふだんは運動場などに利用され
ているが集中豪

ごう

雨
う

などでわきを流れる川が増水した場
合は，あふれた水を一時的にためる役割をもっている。

１6愛
あい

知
ち

県名
な

古
ご

屋
や

市のハザード
マップ　避

ひ

難
なん

場所やそこまでの
避難経路も示されている。

8帰宅困難となっ
た場合を想定した
防災訓

くん

練
れん

（兵
ひょう

庫
ご

県
神
こう

戸
べ

市，2016年）

２7都市化の影
えい

響
きょう

による気温変
化量【気象庁資料をもとに作成】　
都市がないと仮定した状態との
気温差（2012年8月の20時におけ
る数値）を示す。

4大雨対策のために地下につくられた地下調整池「首
都圏

けん

外
がい

郭
かく

放水路」（埼
さい

玉
たま

県春
かす

日
か

部
べ

市，2015年）

石神井川
しゃく じ い

公園

地下調節池

幅　約30m

深
さ
　
約
30 m

はばはば

35°

36°

140°

141°

139°

°C
4.0
3.0
2.0
1.0
0.5
－0.5

　　　　　　　　　　　　　都市では，地表をおおうアスファルト

やコンクリートなどの人工物が熱を

たくわえやすい。また，空調や自動車などを使用することによる人

工排
はい

熱
ねつ

も多いため，気温は郊
こう

外
がい

に比べて高くなる。このように都心

の気温が郊外より高くなる現象をヒートアイランド現象とよぶ。ヒ

ートアイランド現象による気温上昇に，高温な道路や建物からの照
て

り返しが加わって体感温度が上昇し，熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

などの健康被
ひ

害
がい

をあた

える一因となっている。これを防ぐために，屋上や壁
へき

面
めん

などの緑化

や，太陽光を吸
きゅう

収
しゅう

しにくい塗
と

装
そう

の利用，雨水などを蓄
たくわ

えて打ち水効

果により道路面の温度上昇をおさえる舗
ほ

装
そう

も行われている。

　　　　　　　　　　　　　都市は多くの人にとって居住地にも仕

事場にもなっており，マンションやオ

フィスビルなどの高
こう

層
そう

ビルが多く分布する。また，発達した交
こう

通
つう

網
もう

に支えられ，居住地と仕事場が離
はな

れた生活を送る人も多い。地震に

よる高層ビル上層階での振
しん

動
どう

は地上よりも大きくなって危険性が増

すほか，停電が発生すると移動手段を失って帰宅困難となる人も多

く，災害による都市特有の影
えい

響
きょう

を具体的に想定しておく必要がある。

都市特有の暑さと対応

7

災害と都市の生活
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この資料は，一般社団法人教科書協会
「教科書発行者行動規範」に則っております。

「地理総合」教科書について，
東京書籍ホームページでも
特集しています。

の 3段階それぞれについて
防災・減災の具体的な手順を
紹介します。

知っておきたい
防災の知恵が
コンパクトに！

「都市」に着目して
自然災害を考えること。

大切な視点じゃな。

〈 教科書 p.194 ｰ 195 〉

〈 教科書 p.196 ｰ 197 〉

『防災アクション』

第３編 第１章 ２節㊺ 『都市と自然災害』より
教科書
本文

特 設
ページ

自然災害の

発災前

発災時

発災後
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ふだんの備え発災前

古くなって捨てる前のものでもよい。体
を清

せい

潔
けつ

に保つため，3日分は備える。

 下着（3日分）

備える食品の例

持ち出し袋の中身の例

●衣類の備え

●ローリングストック法（日常備蓄）

●非常用持ち出し袋

●家具の配置
●家具の固定

●ハザードマップの確認
●避難先の標識の確認

●避難経路の確認

●家族との連絡手段

・災害用伝言ダイヤル
　（171）

・災害用伝言板
　（Web171）

・ＳＮＳ

・J-anpi

・防災ナビ

●近所の人との挨拶 ●防災訓練への参加

動きやすいだけでなく，洗たくしやすく，
乾
かわ

きやすい素材であることも重要。

 動きやすい衣服・タオル

体を冷やすと体調をくずしやすくなる。首
回りまであたためられる衣服を備える。

 防寒着・毛布・使い捨てカイロ

 懐
かい

中
ちゅう

電灯
 救
きゅう

急
きゅう

用品セット
 食品・水
　（袋

ふくろ

におさまる量）
 携
けい

帯
たい

ラジオ
 ヘルメット
 軍手

 ライター・ろうそく
 現金
 衣類（下図参照）
 マスク
 ウェットティッシュ
 ペン・ノート

 水（1人3L）　
 無洗米
 缶
かん

詰
づめ

 即
そく

席
せき

麺
めん

 野菜ジュース
 そのまま食べられる加工食品
　 （ソーセージなど）
 菓
か

子
し

類（チョコレートなど）
 栄養補

ほ

助
じょ

食品
 調味料（しょうゆ，塩など）
 レトルト食品 比

ひ

較
かく

的長持ちする食品や日用品
などを多めに買っておき，使っ
た分を買い足す備

び

蓄
ちく

の方法。

避
ひ

難
なん

した際に必要となる最小限のものを，リュックサ
ックにまとめる。玄

げん

関
かん

や寝
しん

室
しつ

など，すぐに取り出せる
ところに保管する。

日本では地
じ

震
しん

をはじめとするさまざまな自然災害が発生してい
る。日ごろから災害に備えて，被

ひ

害
がい

を減らそう。

机
つくえ

は日ごろから
整
せい

頓
とん

しておく。

ベッドのそばに
スリッパなどの
はき物を用意し
ておく。

出入口のそばには，ものを
置かないようにする。

家族で話し合い，複数の連絡手段を決
めておく。家族が再会できる手段を考
える。

日
ひ

頃
ごろ

から近所の人と挨
あい

拶
さつ

をかわすなど，コミュニ
ケーションをとっておくと，いざというとき協力
し合える。

地域の防災訓
くん

練
れん

だけでなく，お祭りなどのイベン
トにも積極的に参加することで連帯感が生まれる。

災害が発生した際に想
定される被害や避難場
所を確認する。災害の
リスク情報などを地図
に重ねて表示できる国
土交通省の「重ねるハ
ザードマップ」も活用
するとよい。

　火災の危険性が高い地域を避
さ

けたルートを検討したり，実際に
歩いてみてブロック塀

べい

の倒
とう

壊
かい

などによる危険の有無を確認したり
して複数の避難経路を考えておこう。

●避難場所
自然災害などによる危険が切

せっ

迫
ぱく

した状
じょう

況
きょう

で，緊
きん

急
きゅう

に避難
する場所のこと。大きな公園や団地・大学などが指定さ
れている。避難所のように避難生活をする場所ではない。

●避難所
災害の危険性があって避難した人々を災害の危険性がな
くなるまで必要な期間滞

たい

在
ざい

させたり，災害によって家に
戻れなくなった人々を一時的に滞在させることを目的と
した施

し

設
せつ

のこと。

●津波避難場所・津波避難ビル
津
つ

波
なみ

発生時に避難先になる場所や施設
のこと。学校などの公的建築物のほか，
マンションやホテルなどの民間建築物
も津波避難ビルに指定されている。

より重い本を下のほうに並べる。

背の低い家具を選び，ベッドに
たおれないように配置する。

窓ガラスに飛散防止
フィルムを貼

は

る。

ものを備える

室内の備え

地域を知る

人とつながる

食べ物や日用品を
多めに買う。

少し多めの
状態を保つ。日常のなかで

消費する。

なくなる前に
買い出しに行く。

リストを
チェック

Ｌ型金具で壁
かべ

に
ネジ止めするな
どして，固定す
る。

テーブルやいす
は，移動しない
ように粘

ねん

着
ちゃく

マッ
トをつける。
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自分の命を守る発災時

情報を正しく活用して助け合う発災後

・家の中 ・通学路

・ラップ

・新聞紙

・義
ぎ

援
え ん

金

・支
し

援
え ん

金

・ペットボトルと
　懐中電灯

・新聞紙

・ポリ袋

・ごみ袋

〈要配慮者マーク〉

●火山が噴火したら

●地震が起こったら

●状況を把握する ●情報を集める ●避難する

●大雨・洪
こ う

水
ず い

が起こったら

●物資に制限のある中で工夫する

●助け合う

●生活再建支援制度

〈支援金などの例〉
・災害弔

ちょう

慰
い

金
・災害障

しょう

害
がい

見
み

舞
まい

金
・被災者生活再建支援金
・日本学生機構の緊急・
　応急の奨

しょう

学
がく

金
きん

・国の教育ローン
　災害特例処

しょ

置
ち

　など

〈避難情報〉
・避難準備・高

こう

齢
れい

者等避難開始…避難勧
かん

告
こく

などを発
はつ

令
れい

すること
が予想される場合。避難に時間がかかる人とその支

し

援
えん

者は避
難を開始する。

・避難勧告…災害による被害が予想され，人的被害が発生する
可能性が高まった場合。速

すみ

やかに避難場所へ避難する。
・避難指示（緊

きん

急
きゅう

）…状
じょう

況
きょう

がさらに悪化し，人的被害の危険性が
非常に高まった場合。まだ避難していない人は，緊急に避難
場所へ避難する。

〈避難先の例〉
・一時集合場所…校
庭・近所の公園など
・避難場所…大きな公
園・広場など
・避難所…学校・公民
館など

●義援金・支援金 ●ボランティア

食器にしいて食事をする。水不足の中，食
器を洗わなくて済む。

体に巻いたり，かけたりして防寒に使う。

子どもや高齢者，
外国人など，助け
を必要としている
人がいる。高校生
にできることを考
えてみよう。

ヘルプマーク。
外見から援

えん

助
じょ

や
配
はい

慮
りょ

が必要とわ
からない人のた
めのマーク。
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ーク。妊

にん

娠
しん

中で
あることを示す
マーク。
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中
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トルを照

て

らすと
ランタンの代わ
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丸めてボールを作り，子どものおもちゃに
する。

材料を入れて混ぜたり，乾
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物
ぶつ

をもどしたり
するボウルの代わりになる。

ごみ袋を切って，かぶれるようにし，雨
あま

具
ぐ

の代わりにする。
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の下に入るなど，危
険なものから離
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れて身を守る。
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がないかを確認し，避難経路を確
保する。
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する。
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いこまないようにするため，タオルを口に当てたりマス
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のさまざまな制度がある。制度によ
っては，「罹

り

災
さい

証明書」が必要。

被災者の直接的な支援に使われる。
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現地での受け入れ状況について情報を集めて，
自分にできる活動に参加する。
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避難する

〈気象情報〉
・注意報… 大雨，洪水，暴
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風
ふう

などにより，災害が起こる可
能性がある。

・警報…重大な災害が起こるおそれがある。
・特別警報… 重大な災害が起こるおそれが著

いちじる

しく高まって
いる。命を守る行動をとる。

気象情報に注意して，必要であれば早めの避
ひ

難
なん

を心がける。

NG行動

・ブレーカーを上げる
　→通電火災の原因になる。
・はだしで歩く
　→ガラスの破

は

片
へん

などで，けがをする可能性がある。
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しょう

害
がい

見
み

舞
まい

金
・被災者生活再建支援金
・日本学生機構の緊急・
　応急の奨

しょう

学
がく

金
きん

・国の教育ローン
　災害特例処

しょ

置
ち

　など

〈避難情報〉
・避難準備・高

こう

齢
れい

者等避難開始…避難勧
かん

告
こく

などを発
はつ

令
れい

すること
が予想される場合。避難に時間がかかる人とその支

し

援
えん

者は避
難を開始する。

・避難勧告…災害による被害が予想され，人的被害が発生する
可能性が高まった場合。速

すみ

やかに避難場所へ避難する。
・避難指示（緊

きん

急
きゅう

）…状
じょう

況
きょう

がさらに悪化し，人的被害の危険性が
非常に高まった場合。まだ避難していない人は，緊急に避難
場所へ避難する。

〈避難先の例〉
・一時集合場所…校
庭・近所の公園など
・避難場所…大きな公
園・広場など
・避難所…学校・公民
館など

●義援金・支援金 ●ボランティア

食器にしいて食事をする。水不足の中，食
器を洗わなくて済む。

体に巻いたり，かけたりして防寒に使う。

子どもや高齢者，
外国人など，助け
を必要としている
人がいる。高校生
にできることを考
えてみよう。

ヘルプマーク。
外見から援

えん

助
じょ

や
配
はい

慮
りょ

が必要とわ
からない人のた
めのマーク。

マタニティーマ
ーク。妊

にん

娠
しん

中で
あることを示す
マーク。

懐
かい

中
ちゅう

電灯で水の
入ったペットボ
トルを照

て

らすと
ランタンの代わ
りになる。

丸めてボールを作り，子どものおもちゃに
する。

材料を入れて混ぜたり，乾
かん

物
ぶつ

をもどしたり
するボウルの代わりになる。

ごみ袋を切って，かぶれるようにし，雨
あま

具
ぐ

の代わりにする。

丈夫な机
つくえ

の下に入るなど，危
険なものから離

はな

れて身を守る。
建物やブロック塀

べい

などから離
れて，ひらけた場所に逃

に

げる。

建物の倒
とう

壊
かい

や火災・土
ど

砂
しゃ

災害など
がないかを確認し，避難経路を確
保する。

地方公共団体の発表やテレビ，ラジオなどの公共性の高い
信
しん

頼
らい

できる情報を入手する。
ふだんから地図で確認してお
く。住宅に被害が少ないとき
は，在宅避難も検

けん

討
とう

する。

火山灰
ばい

を吸
す

いこまないようにするため，タオルを口に当てたりマス
クを着けたりする。また，目への刺

し

激
げき

をさけるため，コンタクトレ
ンズを外したり，ゴーグルを着けたりする。

被
ひ

災
さい

した際に，生活を再建するため
のさまざまな制度がある。制度によ
っては，「罹

り

災
さい

証明書」が必要。

被災者の直接的な支援に使われる。

支援活動をする団体の活動に役立てられる。
現地での受け入れ状況について情報を集めて，
自分にできる活動に参加する。

命を守る行動

避難生活

復旧・復興に向けて
避難する

〈気象情報〉
・注意報… 大雨，洪水，暴

ぼう

風
ふう

などにより，災害が起こる可
能性がある。

・警報…重大な災害が起こるおそれがある。
・特別警報… 重大な災害が起こるおそれが著

いちじる

しく高まって
いる。命を守る行動をとる。

気象情報に注意して，必要であれば早めの避
ひ

難
なん

を心がける。

NG行動

・ブレーカーを上げる
　→通電火災の原因になる。
・はだしで歩く
　→ガラスの破

は

片
へん

などで，けがをする可能性がある。
・エレベーターを使う
　→閉じこめられる危険がある。エレベーターの中
でゆれを感じたら，すべての階のボタンを押

お

し，
とまった階ですぐに降りる。

テストに
取り組もう

〈 教科書 p.191 〉


